
東
庄
町
の
子
安
塔 
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一 

子
安
塔
と
は 

「
子
安
塔
」
と
は
、
子
授
け
・
安
産
・
子
供
の
健
や
か
な
成
育
を
祈
願
す
る
た

め
に
、
「
子
安
講
」
な
ど
に
集
う
ム
ラ
の
女
性
た
ち
が
造
立
し
た
石
塔
や
石
祠
を

い
う
。
そ
の
多
く
は
「
子
安
像
」
、
即
ち
母
性
を
明
ら
か
に
し
た
主
尊
（
神
仏
）

が
子
を
抱
く
像
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。
仏
典
な
ど
の
儀
軌
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

像
容
で
、
こ
の
子
安
像
を
刻
ん
だ
石
仏
・
石
祠
・
石
碑
な
ど
の
石
塔
を
「
子
安
像

塔
」
、
ま
た
「
子
安
明
神
」
や
「
子
安
観
音
」
な
ど
「
子
安
」
の
銘
の
み
で
像
の

な
い
石
祠
・
石
碑
も
含
め
子
安
信
仰
関
連
の
石
塔
を
す
べ
て
「
子
安
塔
」
と
よ
ぶ
。 

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
地
域
の
民
俗
信
仰
に
由
来
す
る
石
造
物
で
あ
る
。 

江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
如
意
輪
観
音
像
と
主
尊
と
す
る
十
九
夜
塔

全
盛
期
で
、
子
安
塔
の
建
立
は
少
な
い
。
ま
た
そ
の
時
期
の
子
安
塔
に
は
、
「
子

安
大
明
神
」
な
ど
の
文
字
銘
を
刻
む
石
祠
が
約
三
割
あ
り
、
月
待
供
養
と
並
行
し

て
、
子
安
信
仰
が
神
社
祭
祀
を
基
盤
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ

の
後
江
戸
後
期
か
ら
は
、
月
待
塔
に
代
わ
っ
て
子
安
塔
が
急
速
に
増
え
、
現
代
ま

で
北
総
に
お
け
る
そ
の
数
は
一
二
三
〇
基
に
達
し
て
い
る
。 

千
葉
県
最
古
の
子
安
塔
は
、
上
総
の
袖
ケ
浦
市
百
目
木
子
安
神
社
の
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
の
子
安
像
塔
で
あ
る
。 

神
社
祭
祀
の
石
祠
の
中
に
、
主
尊

名
を
表
す
「
子
安
大
明
神
」
の
文
字
と

観
世
音
菩
薩
を
表
す
「
サ
」
の
梵
字
、

の
銘
を
刻
み
、
神
仏
習
合
を
忍
ば
せ
る
。 

ま
た
子
安
像
の
像
容
は
、
和
風
の
衣

を
ま
と
い
、
胸
元
に
抱
く
子
の
ほ
か
肩

に
も
幼
子
を
伴
う
二
児
配
置
の
構
図

で
あ
る
。
（
下
図
） 

 

 

印
旛
沼
周
辺
で
は
酒
々
井
町
尾
上
神
社
の
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）「
子
安

大
明
神
」
銘
の
立
像
を
は
じ
め
と
し
て
、
百
目
木
子
安
神
社
石
祠
の
二
児
配
置
な

ど
の
特
徴
を
継
承
す
る
石
祠
・
石
塔
や
、
如
意
輪
観
音
像
に
赤
子
を
抱
か
せ
た
十

九
夜
塔
な
ど
が
元
文
年
間
か
ら
現
れ
始
め
る
。 

香
取
地
方
で
の
子
安
像
塔
の
初
出
は
、
旧
小
見
川
町
虫
幡
の
日
向
山
薬
師
堂
の

光
背
型
石
塔
で
、
「
奉
待
八
日
講
中
」
「
元
文
六
年
三
月
」
（
一
七
四
一
）
の
銘
が

あ
り
、
主
尊
の
像
は
輪
王
坐
で
子

を
抱
く
。(

下
図) 

銘
文
中
の
「
八
日
講
」
は
、
出

羽
三
山
信
仰
の
講
で
、
弘
法
大
師

が
湯
殿
山
を
開
基
し
た
大
同
元

年
四
月
八
日
に
因
む
「
八
日
」
を

縁
日
と
す
る
湯
殿
講
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
る
。 
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建立年不明 

昭和29～（1954-2011） 

明治37～（1904-1953） 

安政 1～（1854-1903） 

文化 1 ～（1804-1853） 

宝暦 4～（1754-1803） 

元禄16～（1703-1753） 

北総の子安塔数の推移 

文字のみの子安石塔・石祠 

子安像塔数（墓標仏を含む） 

虫幡日向山薬師堂（1741） 

百目木子安神社（1691） 



こ
の
日
向
山
薬
師
堂
に
は
、

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の

大
日
如
来
像
を
中
心
に
、
四

基
の
子
安
像
塔
と
念
仏
講
の

聖
観
音
坐
像
一
基
が
並
ぶ
。

江
戸
初
期
か
ら
の
こ
の
地
域

の
湯
殿
山
信
仰
が
、
十
九
夜

念
仏
や
子
安
信
仰
と
不
可
分

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
石

塔
群
で
あ
り
、
そ
の
子
安
像

の
像
容
は
、
い
ず
れ
も
中
央

の
大
日
如
来
像
に
類
似
し
た

正
面
を
向
い
た
姿
勢
を
特
徴

と
す
る
。 

江
戸
中
期
の
東
総
の
子
安

像
塔
は
、
印
旛
沼
周
辺
の
上

体
を
傾
け
て
子
を
抱
く
像
容

と
異
な
り
、
結
跏
趺
坐
ま
た

は
輪
王
坐
の
正
面
向
き
の
ス

タ
イ
ル
が
主
流
で
、
子
供
も

乳
飲
み
子
で
は
な
く
、
幼
児

の
よ
う
に
正
面
を
向
き
合
掌
、

ま
た
は
未
敷
蓮
華
を
持
つ
像

が
多
い
。
（
上
図
） 

東
庄
町
で
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
か
ら
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
の

江
戸
中
期
に
八
基
の
子
安
像
塔
の
造
立
が
あ
る
が
、
寛
政
九
年
の
東
大
和
田
青
年

館
の
像
な
ど
を
除
き
、
窪
野
谷
の
天
明
七
年
・
八
年
（
一
七
八
七
・
一
七
八
八
）
、

小
南
の
寛
政
五
年
・
六
年
（
一
七
九
三
・
一
七
九
四
）
の
子
安
像
な
ど
、
い
ず
れ

も
主
尊
が
正
面
向
き
の
像
容
で
あ
る
。
ま
た
窪
野
谷
の
天
明
八
年
の
子
安
塔
は
、

十
五
夜
と
十
九
夜
の
月
待
塔
で
も
あ
る
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
、
中
期
で
は
子
安
地

蔵
塔
が
一
基
あ
る
。 

江
戸
後
期
に
入
る
と
、
東
庄
町
だ
け
で
も
子
安
石
祠
を
含
め
、
十
三
基
の
子
安

塔
が
造
立
さ
れ
る
。
同
時
に
、
如
意
輪
観
音
を
主
尊
と
す
る
十
九
夜
塔
な
ど
の
月

待
塔
の
造
立
が
香
取
地
方
か
ら
姿
を
消
し
、
東
庄
町
で
は
女
人
講
の
造
立
す
る
石

塔
は
す
べ
て
子
安
塔
と
な
る
。
さ
ら
に
近
代
以
降
の
東
庄
町
の
子
安
塔
は
二
三
基

を
数
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
子
安
像
塔
で
あ
る
。 

ま
た
年
不
明
の
子
安
塔
が
十
基
あ
り
、
う
ち
三
基
は
平
山
の
瀧
神
社
の
子
安
堂

内
の
丸
彫
像
で
あ
る
。
丸
彫
像
は
、
講
の
記
念
碑
と
い
う
性
格
よ
り
礼
拝
対
象
の

本
尊
と
し
て
の
扱
い
が
多
く
、
そ
の
た
め
年
銘
を
欠
く
も
の
が
多
い
。
無
年
銘
の

瀧
神
社
の
丸
彫
像
三
基
は
、
お
そ
ら
く
近
代
以
降
の
作
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
総
数
五

五
基
の
子
安
塔
の
う

ち
か
ら
、
東
庄
町
に

特
異
な
事
例
を
次
に

あ
げ
る
。 

東大和田青年館 

（1794） 

 
窪野谷 妙見神社 

(1787) 

 

 

窪野谷 墓地（1788） 

 

 

小南仲宿 普賢院 

（1793） 



二 

神
道
の
女
神
を
祀
る
子
安
塔 

東
庄
町
の
幕
末
期
の
子
安
塔
で
特
異
な
像
容
は
、
大
友
天
満
神
社
の
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
銘
の
女
神
像
碑
で
あ
る
。
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
平
石
に
、
線
彫
り

の
よ
う
な
薄
い
浮
彫
で
、
平
安
朝
の
女
房
装
束
で
子
を
抱
く
横
向
き
の
立
ち
姿
、

左
下
に
は
さ
ら
に
二
児
が
ま
つ
わ
り
、
上
部
に
は
宮
殿
を
思
わ
せ
る
唐
破
風
と
簾
、

下
部
に
繧
繝
縁
の
厚
畳
が
描
か
れ
て
い
る
。 

女
房
姿
で
横
向
き
立
ち
姿
で
子
を
抱
く
姿
の
像
は
、
隣
村
の
窪
野
谷
字
平
台
の

妙
見
神
社
に
も
あ
る
。
紀
年
銘
を
欠
く
光
背
型
の
肉
厚
の
彫
り
で
あ
る
が
、
大
友

天
満
神
社
の
ス
タ
イ
ル
と
よ
く
似
て
い
て
、
お
そ
ら
く
同
時
期
の
造
立
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
二
基
の
像
は
、
吉
野
水
分
（
み
く
ま
り
）
神
社
の
南
北
朝
時
代
の
絹
本
着

色
画
像
「
子
守
明
神
像
」
に
よ
く
類
似
す
る
。 

 

二
〇
一
三
年
四
月
東
京
国
立
博
物
館
で
の
「
国
宝
大
神
社
展
」
に
展
示
さ
れ
た

吉
野
水
分
神
社
の
「
子
守
明
神
像
」
は
、
小
袿
と
思
わ
れ
る
女
房
装
束
で
、
右
向

き
に
う
つ
む
く
よ
う
に
抱
い
た
赤
子
を
見
つ
め
る
立
ち
姿
の
大
和
絵
風
の
画
像

で
、
背
景
に
御
簾
や
畳
、
月
の
よ
う
な
円
形
の
中
に
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
を
あ
ら

わ
す
種
字
「
ア
ー
ク
」
が
、
下
に
は
侍
女
ら
し
き
女
人
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。 

 

吉
野
水
分
神
社
は
、
本
来
、
流
水
と
そ
の
分
配
を
つ
か
さ
ど
る
水
分
神
五
柱
を

祀
る
が
、
後
世
「
み
く
ま
り
」
が
訛
っ
て
「
み
こ
も
り
」
と
な
り
、
子
育
て
の
神

「
子
守
明
神
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
本
居
宣
長
も
、
両
親
が
こ
の
子
守
明
神
へ
祈

願
し
て
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
神
社
の
「
木
造
玉
依
姫
命
坐
像
」
は
、

平
安
時
代
の
姫
を
モ
デ
ル
に
し
た
珍
し
い
女
神
像
彫
刻
で
、
建
長
三
年
（
一
二
五

一
）
の
墨
書
が
あ
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

東
庄
町
は
古
代
か
ら
東
国
支
配
の
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
中
世
は
千
葉
氏
の
一
族

東
氏
の
根
拠
地
で
、
そ
の
鎮
守
の
東
大
社
は
、
吉
野
水
分
神
社
祭
神
の
一
柱
と
同

じ
玉
依
姫
尊
を
祀
っ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
は
小
藩
や
旗
本
の
領
地
が
入
り
ま
じ
り
、
博
徒
の
横
行
も
あ
っ
た
が
、

学
問
も
盛
ん
で
、
江
戸
後
期
に
は
平
田
篤
胤
が
逗
留
し
て
い
た
。
幕
末
期
、
こ
の

よ
う
な
神
道
色
の
強
い
子
守
明
神
像
が
子
安
観
音
像
に
代
わ
っ
て
出
現
し
た
背

景
と
し
て
、
東
大
社
を
中
心
に
国
学
が
隆
盛
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
子
守
明
神
の
絵

姿
の
請
来
と
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た
子
安
像
塔
の
造
立
が
あ
っ
た
で
は
な
い
か

と
推
定
さ
れ
る
。 

           

窪野谷妙見神社 （年銘なし） 

大友天満神社安政 2 年（1855） 吉野水分神社「子守明神像」（南北朝期） 



神
道
色
の
強
い
子
安
像
塔
で
は
、
他
に
諏
訪
神
社
（
笹
川
い
）
子
安
堂
の
作
例

が
あ
る
。
（
本
報
告
書
「
東
庄
町
の
石
造
物
概
要
」
に
写
真
あ
り
） 

垂
髪
で
鎧
姿
と
思
わ
れ
る
女
神
が
赤
子
を
抱
く
像
容
で
、
こ
の
女
神
像
は
、
神

崎
町
植
房
の
宇
迦
神
社
の
子
安
塔
（
左
図
）
の
像
容
に
類
似
す
る
。 

          

「
子
安
大
明
神
」
及
び
「
天
保
四
年
」
（
一
八
三
三
年
）
の
銘
が
あ
る
神
崎
町

宇
迦
神
社
子
安
塔
の
像
は
、
垂
髪
で
弓
矢
を
背
負
い
衣
の
下
に
鎧
を
着
用
す
る
姿

で
、
神
功
皇
后
像
を
連
想
さ
せ
る
像
容
で
あ
る
。
陣
中
で
応
神
天
皇
を
安
産
し
た

と
い
う
記
紀
神
話
の
神
功
皇
后
の
姿
は
、
安
産
祈
願
の
奉
納
絵
馬
や
五
月
幟
、
神

社
彫
刻
に
江
戸
期
か
ら
多
く
み
ら
れ
る
が
、
皇
后
は
子
を
抱
か
ず
、
武
内
宿
禰
が

子
を
抱
い
て
侍
る
姿
と
と
も
に
描
か
れ
る
。
諏
訪
神
社
と
宇
迦
神
社
の
二
基
の
子

安
塔
で
女
神
自
ら
抱
く
姿
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
近
世
の
伝
統
的
な
子
安
像

塔
の
像
容
へ
の
適
用
例
と
し
て
興
味
深
い
。 

そ
の
他
、
石
出
の
林
福
寺
の
年
不
詳
の
子
安
塔
も
、
垂
髪
に
衣
を
着
重
ね
た
子

安
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
旧
山
田
町
に
も
同
じ
よ
う
な
像
容
の
子
安
塔
が
あ
り
、

以
上
の
よ
う
な
神
道
系
の
子
安
像
は
香
取
地
方
独
特
の
子
安
塔
と
思
わ
れ
る
。 

 

三 

昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
な
助
産
婦
奉
納
の
子
安
塔 

稲
荷
入
の
観
音
様
墓
地
に
あ
る
子
安
塔
の
像
は
、
乳
を
吸
う
子
供
の
姿
勢
な
ど

や
や
稚
拙
な
不
自
然
さ
が
あ
る
が
、
長
い
髪
が
印
象
的
な
モ
ダ
ン
な
美
し
い
像
で

あ
る
。
こ
の
子
安
塔
は
、
銘
文
か
ら
、
稲
荷
入
の
高
木
幸
三
郎
の
長
女
で
助
産
婦

の
「
か
祢
」
が
昭
和
七
年(

一
九
三
二)

に
奉
納
し
た
子
安
塔
で
、
か
祢
は
、
昭
和

三
年
、
香
取
市
（
旧
小
見

川
町
）
龍
谷
の
伊
藤
三
代

治
と
結
婚
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。 

こ
の
像
と
近
似
し
た

子
安
塔
は
、
旧
小
見
川
町

の
龍
谷
柴
蓋
山
円
珠
院

跡
に
も
あ
り
、
年
銘
を
欠

く
が
、
「
小
見
川
町
竜
谷 

伊
藤
か
祢 

助
産
婦
」
の

奉
納
と
な
っ
て
い
る
。 

伊
藤
か
祢
が
、
実
家
と

嫁
ぎ
先
の
両
地
区
に
同

じ
時
期
、
助
産
婦
と
し
て

お
産
に
か
か
わ
っ
た
母
子
の
健
康
、
あ
る
い
は
産
死
者
の
菩
提
を
祈
り
奉
納
し
た

子
安
塔
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
像
容
と
同
じ
子
安
塔
は
、
香
取
市
（
旧
小
見
川
町
）
善
光
寺
境
内
の
石
塔

群
の
中
に
も
あ
り
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
銘
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
香
取

市
（
旧
山
田
町
）
田
部
西
雲
寺
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
銘
の
子
安
塔
の
像
も

類
似
の
像
容
で
あ
る
。 
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